
京都府立須知高等学校 教育振興会
令和 4年度 賛助会員 登録のお願い
須知高等学校教育振興会では、本校 PTAおよび同窓会と連携を図りながら、須高生が夢に向かって生き生きと勉

学に励んだり、部活動等で自分の持つ力を十分に発揮したりする環境づくりのための支援活動を続けてきておりま
す。毎年、多くの方から物心両面の御支]髪をいただいておりますことを、この場をお借りして厚く徒路L申 し上げます。

この教育振興に係わる貝が原につきましては、趣旨に賛同していただける「賛助会員」を積極的に募集し、その会費
をもって、教育振興に係わる支援に充当させていただくこととしております。

つきましては、本会趣旨に御賛同いただける皆様に支援をお願いしたく御案内申し上げます。「土u:或と共に歩み、
信頼される学校づくり」をま6生する学校と一体となつて、教育活動がよリー層、充実 。発展しますよう考えていきま
すので、是非、「賛助会員」として登録していただくとともに、縦D争財を賜りたくお願い申し上げます。

須知高等学校教育振興会 会 長 中 西 禾□之

教育振興会の主な活動

学校と会員の連携

広報紙の発行や総会の開催等の事業

をおこなつています。

令和 3年度も、感染症対策のため、お

集まりいただくことができませんでし

たが、賛助会資の振込用紙やお手紙で、

貴重な御意見や励ましのお言葉を頂戴
いたしました。

また、広報紙「教育振興会だより」を

作成し、会員の皆様に配付しました。

生徒の教育活動・スポーツ
活動・文イじ舌動への支援

開校記念に関する事業や須高感謝祭

等の学校内外の教育活動について支援
しています。また、部活動の設備更新や

物品購入、各種大会への出場や外部講

師の招聘等の経費支援をしています。

御支援のおかけで、多くの活動で好

成績をおさめることができました。

また、開校記念事業としてオリジナ

ル トー トパッグを作成しました。

京都府立須知高等学校

教育振興会
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賛助会員として、本会活動に徒簡賛同いただける方は、同封の振込用紙を御活用いた
だき、会費を納入ください。 (会費 :特別寄付として 1口 1′ 000円より)

イ共力など、生徒の励みになる応援を
数多くいただきました。

部活動の充実
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今年度賛助会費をお寄せいただいた
会員の皆様を代表し、本校卒業生の

杉岡さんにお話を伺いました。

杉岡 密雄 (す ぎおか 。みつお)さ ん
第3回 (昭和26年)本校卒業生。現在は小倉
駅前商店街協同組合理事長を務める。

そ
し
て
、
良
き
行
い
を
す
れ
ば
、
良
き
同
志
と
も

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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〇
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史
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。
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ま
た
、
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よ
り
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店
街
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開
発
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に
取
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組
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で
い
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。
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杉岡さんから送っていただいた「JR小倉駅周辺観光お散歩絵地図」の一
部分。杉岡さんが活躍される小倉駅前商店街も掲載されている。活力あ
る街の様子が伝わってくる。

教育振興会では、教育1尉克の整備や部活動の振興について支援をしていますが、「生徒
一人ひとりに還元できるものを」との会員の思いもあり、オリジナルグッズの作成を検討
してきました。須知高校の生徒の現状として、校舎内の移動が多く手荷物の管理が煩雑で
あることや、令和4年度入学生からのタブレット端末導入にあたり教室移動時の端末管理
の安全陸 確保すること等を踏まえ、オリジナルデザインのトートパッグを作成し、生徒
に配付することといたしました。なお、完成品につきましては、令和 3年度α槍」立記念事
業の際に生徒に配付しております。

それを受け、購入を御希望される方からお問い合わせをいただいておりますので、会員
の皆様にも、食品科彎新斗の販売実習等で購入していただけるよう考えております。この収
益1彰:軟日高校の教育活動の支援に活用させていただきます。
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